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家庭的保育と保育所との 連携につ い て
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1，調査研究の 目的

　自治体が委託や補助をする家庭的保育誰1渡 の 実態 に

っ い て は 、 これまで も当学会で 報告して きたが 、 2000

年度か ら国に よ る補助事業として の 家庭的保育事業が

施策と して 登場 した 。 そ れ に 伴い 、従来か ら自治体 の

補助事業として実施 されて きた家庭的保育に 加えて 、

国の補助する家庭的保育事業に新 た に 着手す る自治体

や従来の事業を国型 に切り換える自治体 も現れて い る。

　国に よ る同事業は保育所との 連携を義務づ けて い る

が 、実際 に家庭的保育に 従事して い る保育者の 視点か

らは具体的 に どの 様な 連携が望まれ て い るだ ろうか 。

そこ で保育者対象の ア ン ケート調査を実施し、そ の 結

果を踏まえて 、 今後の家庭的保育の発展に と っ て適切

な連携の あり方を考察するこ とに する。

2．国型の 家庭的保育事業に つ い て

　国の 家庭的保育事業は 応急的入所待機対策として 位

置づ けられ 、 保育者の 自宅で少人数の 低年齢児の 保育

を行い、保育所等が保育者に対して相談 ・指導を行う

等の 連携を図るとして い る。 すなわち連携保育所の要

件と して は以下の ような点を挙げて い る。

　  家庭的保育者へ の 支援体制の 整備（緊急時の 連絡

等）  家庭的保育 の 申し込 み代行や斡旋   家庭的保育

者へ の 相談 ・助言  家庭的保育の 状況把握と援助 ・指

導  研修（保育所に おける保育の 経験実習等を含む）

  地域の 子育て 情報の 提供  他機関との 連携  保育所

へ の 定期的来所や合同の 健康診断、行事 へ の 参加  家

庭的保育者の 休暇時の一時保育実施 また、連携保育

所に は家庭的保育者へ の 相談 ・指導等を行う担当者を

置くこ ととして い る。

3．家庭的保育の実情から

　とこ ろで、家庭的保育に従事する保育者たちは、全

国家庭的保育ネ ッ トワ
ー

クを組織 し、従来から家庭的

保育の充実発展の た めに自主的 な努力を続けて きて い

る 。 保育者た ちからは、す で に 家庭的保育に 関する多

くの改善点が提起 されてい るが、  家庭的保育を保育

所の 単な る補完で はなく低年齢児保育の 選択肢として

位置づ けて欲しい  保育捕助者の 雇用費援助  保育者

の 休暇保障 （
一
時保育や緊急

一
時保育等を含む）  嘱

託医制度や受託児他隶診断の 実施  研修制度などは こ

れまで保育従事者た ちに ほ ぼ共通 した要求とい え るだ

ろう。

上記の うち  、  、  は、国に よる事業で は、連携

保育所に よ る対応が目指されて い る 。 しか し、 具体的

に は国の 意図 と家庭的保育の 現塲の 要求に は い くっ か

の ズ レがあ る。 以下、その 点に つ い て 、 調査結果か ら

述べ る こ とにする。

4．保育所との 連携に関する調査結果か ら

（D 調査対象者の特徴

　調査回答者 ： 東京都 （77名）、横浜市（7名）

　　　　　　 横須賀市（2名）、名古屋市（2名）

　調査時期 ： 2000年

　家庭的保育経験年数は、5 年未満が35（40％）、5 〜

lO年未満が21（24 ％）、10年以上27（31 ％）、
　 NA5（6 ％）で

あ っ た 。 なお全国調査（1999）で は10年以上の経験者が

50％以上、5 年未満は30％で あ 5た。今回の 対象者は

東京都の 幾つ か の 区が待機児解消策と して新規募集を

した新人が含 まれて い る ことか ら経験年数が若返 っ て

て い る。 保育の体制は 、   保育者一人体制 62（71％）、

  保育者2 人体制25（28％）NA2（1％）で あ っ た。た だ し

一人の 場合も補助者を適宜雇用する場合が含まれて い

る。保育者の 年齢は  30歳椰 （7 ％）、（動 0歳代 26（30％

  50歳代36（41％）、  60歳代9（1．O％）、
　NA1　1（13％）で あ

っ た 。 全国的に も40歳〜60歳の 保育者が多い 。 そ の 理

由として は保育者自身の児が6 歳未満の場合は登録を

認 め な い 規則の 存在が大きい 。

（2）保育所 の 行事参加

　保育所か ら行事参加等の 案内を受け た t とが あ る の

は27（31％） と少ない。行事の 案内が あ れ ば 「行 く」 と

い う回答は60％あ っ た 。 次 に年齢〔乳児は必要ない ）

や体調などの 問題、3人あるい は6人 の保育受託児を

連れて い く手段の問題で無理があるとの理由から 「と

きに より判断する」 や 「行きた い が行けない 」 とい う

回答が続い て い る 。

　行事に参加した経験者の うち 「楽 しめ た」 との 回答

は多数だ が、　「時間が長い 」　「内容が難 しい 」　「月齢

や年齢 に応 じた取 り組みが欲 しか っ た」 など、自分の

保育児 に適切と感 じられな か っ た感想も見られた。

（3） 卜哺的な保育所との 交流 につ い て
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　 む しろ行事参加 よ りも日常の 保育を見学した り、
’
体

験保育に 参加 した い と い う保育者 は51％ に上 る。その

具体的な内容は 「日常の 保育内容や保育の 様子を参考
．

に した い 」 「将来保育園に行 く準備として慣れ るた め

．lrl 歳過ぎれば異年齢との交流をさせ た い jr 園庭

遊びへ の 参加 　「卒園児の 様子見学」 「保育の 参考に

した い 亅 「保育を休む時保育園でH 時保育を して欲し

い ので 日頃か ら慣 らして お きた い ♪ 「健康診断ぺ の 参

加」等で あ る。　 ，

　とぐに 日常的な交流は必要を感 じな い とい う回答も

34％ある。 ，．「研修で 体験した り、

’
実習した の で必要な

い 」 「保育所に勤務経験があるの で 保育所の 様子はよ

くわ か っ て い る」 「公園で
一緒 に 遊ん だ りす るの で特

に 希望な し」 「お客さ ま扱い で は子ど もは楽しめな い

」 「受託児の 年齢に もよるが急に大きな集団に 入 っ て

も遊べ な い ような気がする．」 「保育形態、
V

生活の パ タ

；
一 ン、環境等が異なる」 等で あ る。また、

．
行事参加 と

同様に受託児が ゼ p 歳児の 場合や異年齢3 名を連れて

い く．困難な ど力脂 摘されて い る。

・

．
（4）保育園の 遊び道具や絵本などの 借用に つ い て

　　「借りた い 」 は34％であ っ た 。

’
園庭 、 砂場 、

．
三輪車、

紙芝居、大型遊具やい ろい ろな教材、玩具などの 他 に

備品として 避難車、家庭 で は保管しきれな．い 道具、短

期間あればよい 物や値段の 高い 遊具等へ め要望があ っ

た。

t
借 りた い 理由として 「近 い 将来保育園に入園して

直く慣 れるた め」 とい う意見もある。

　　「借りた い とは 思わ な い 」 は57％で 、 「借りた い 1

を上囲る予想外の 結果で あ つた b　r区からの 補助金で

必要な 遊具 は揃えられる」 「充分 な玩具を自分 で 用意

して あ1る」 「児童館、図書館、友人か ら借りた り、目

分で も用意 して い る」　 「運ぶ く 壊れる等心配 が あ る」

1 「借りに行1く時間も暇 もない 」 「保育園には貸せ るほ

どはな い 」等の意見が 記されて い る。 また 、　「借りに

行 く」 の で はなく
’
「届け る 〕支援があれば違っ て くる

可能性もあ る。

1’
「

（5）保育園の 援助や連携に っ い て

　 どん な援助が欲 しい かに っ い て は、・「遊びの レパ ー

ト、リーを増や した い」 、

1
．「栄養指導や給食メニ ュ

ー
」

健康診断∫　 「そ の 他 ・最新の 乳幼児保健情報等 」 で あ

っ た』 しか し Ir 指導や助言より話し合 い や意見交換が

必要 」
』

「集団保育 と家庭的保育は根本的 に違う」 等の

意見もあ っ た 。

（6）国型 の 家庭的保育事業 に っ い て の 要望や意見

　　（回答の うち 「どちらで もない 」 を除いた数値）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
・
は い ！

・い い え
『

  保育を休みたい ll寺の
一

時保育　　65（74％） 14（16％）

  園医、嘱託医を保育園 と同様に　61、（69％）　13（15％）
  保育園の 下請 け の よ うで い や だ　25（28％） 19（22％）

  保育園からの 指導や助言は ほ と

　 ん ど必要ない 　　　　　　　　25（28％） 23（26％）
  保育内容に関する助言が欲しい　25（28％） 20（23％）

　その 他に 「保育園給食の 配達」 「日常的な交流をし

て 休業時の r 時保育をズム ’ ズに した い 」
：とい う意見

もあっ た 。 　 ．　　 ．　　  　 ．tt　
幽
∵ ．．

5．連搆保育所の あり方と家庭的保育
’

「一時保育と嘱託医の 配置にっ し．・て は 
・
従来か ら要望

が高 い 。

・
しか し 「保育園は待機児解消の ため に 定員超

過の 保育を して い る とこ ろ もあり、 とて も頼め そ うも

ない 」 と感 じて い る保育者も少な くな い 。
・実際 に 緊急

時に 保育園が保育する体制をとる市区は2 〜3 に過ぎ

なか っ た Q 国型で は連携保育所に よ る援助項目に掲げ

られて い る。子どもの 立場から
’
は 、 少なくとも日常的

な交流の あ る保育所や地域子育て 支援セ ン タ
ー

の
一
時

保育など、突然の 環境変化を多少とも緩和した い 。

　健康診断や行事参加等 も望まれ る連携の ひ とつ と言

えよ う。
／しか し、 移動手段の 確保がネ ッ グになるこ と

やゼ ロ 歳児の場合に は柔軟に対応す る必要があるこ と

も指摘で きる。 国型 で は連携保育所に 定期的に 来所す

る こ とを定めて い る が、家庭的保育の 現場か らは困惑

も表明されて い るとい えよう。 総じて国型の連携は専

ら家庭的保育の 側から出向く必要がある項自が並び 、

指導 ・助言とい う言葉か らも、保育所と対等では な く
二

段高いとこ ろか らあ監督とい う観点が強く感じられ

る。経験年数 の 長 い 保育者からは、そ れ らへ の 反発も

表明されて お り、産休明けか らの 保育た長年の 経験を

蓄積し、傑育所の 集団保育より・も個別的対応 に優れた
』

保育を展開 して きた 自信と誇りが見える。 国に よる保

育所との 連携内容 に は家庭的保育か ら学ぶ観点は皆無

で あるがぐ連携という言葉に ふ さわしL｛対等な交流を

創造して い くこ とが 双方に と っ て必要で はない か と考

え る。
’
い く・つ かの 経験的事実か ら、乳児た ちが保育所施設

よ りも個々 の家庭（住宅）
” で保育されたときに、安心

して、落ち着い た状態を示した ことがわがっ て い る。

　 「赤ち ゃ ん の 泣 き」 研究（赤ちゃ ん保育研究会）に

よ る と 、 サ ン プル数は少な か づ たが、家庭的保育の 場

合の 赤ちゃ ん の 「泣き」 回数 は保育所 と比較して 少 な

か っ た。研究は進行中で ある。 家庭的保育の 持っ 特徴

につ い て より深く捉叙 施設型保育 の補完的存在で は

なく、 乳児等低年齢児の 保育形態の 選択肢として確立

する条件整備ど合わせ て 、
’
両者の 連携を自指 したい 。
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